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魂の 「身体か らの独立」 と 「現実 との接触」
一 『物質 と記憶』におけるベルクソソの心一身関係論一
本 田 裕 志
アン リ ・ベル クソン(HenriBergson)の諸著作 中,『 物 質 と記憶(Matie-
reetm6moire)』は最 も難 解 な書 として知 られ てい る。 この難解 さは,第 一
章 に述 べ られた物 質=イ マ ージュ(image)説と,そ れ に基 づ く純粋知覚(per・
ceptionpure)の理論 の斬新性や,第 四章に展開 されたr種 の形 而上学 思想の
高度 な独創性 もさる ことなが ら,就 中,第 二章 ・第三章を通 じて繰.り広げ られ
て い るところの,記 憶(m6moire)1)の現象についての精細 な研 究に基 づ く.心
一身関係論 の晦渋 さに由来す る ところが大であ ると思われ る。 この部分 におい
メモワ　ル
てベ ル クソンぽ,専 門研究者た ちの手で蒐集 された記 憶についての豊 富な実験
的研究資料,と りわけ失語症(aphasie>を中心 とす る記 億(souvenir)の再認
メモワ　ル
(reconnaissance)の疾患に関す る臨床的記録を駆使 しつつ,記 憶 の働 きの仕
メモワ　ル
組みを身体 と精神の両面に即 して解明してゆ く.のであるが,記 憶について.のこ
の研究が,い かなる道筋を通 じて,い かなる心一身関係論へと導 くのかとい う
ことは,到 底一読に して明 らかになるような体のものではない。本稿は,と く
に この点に柳かなりとも光を当てることを主眼としつつ,同 書のこの蔀合の解
釈を試み,.さらには,「 魂(精 神).の身体からの超越ないし独立性」 および
「身体を介しての魂(精 神)の 『生への注意』あるいは 『現実 との接触』」とで
も要約され よう二つの特徴的側面を手掛 りとして,.同書の心一身関係論が示唆





の名 で呼 ばれ てい るものの うちに,本 性を異 にす る二つの形態を区分す る こと
か ら始め られ る。 この二つ の形態 とは,.(i}運動機構(m益canismesmoteurs)
メ　ワコル スヴエ　ル
ない し習慣(habitude)としての記憶,㈲ 過去の記憶 をイマージaの 形で留め
メモワ　ル
る記憶,の 二 つである。
メ モ ワ ヨ ル
ω運動機構ないし習慣 としての記憶とは,例 えば,われわれが一連の学課内
容一......一掛け算の九九 ・一篇の詩歌 ・経文など,さ まざまな例を挙げ得る一 を
すらす らと諸講できるような形で覚えた り,ダンスや体操などの運動の一連の
メモワ　ル
動作を正 し く行ない得 るよ うに した りす る場合 に働かせてい る記億 であ る。 こ
の種の ものを われわれが 覚 えるのは,同 一の練 習 ・努力の 反復 に よってであ
り,そ して一旦覚 えられ ると,経 文 の冒頭 の一句は残 りすべて.の経文 を,ダ ソ
ス の最初の動作はその ダンスの全体 を,放 っておいて も連 れ戻 る,と い った具
スヴニ　ル
合セこ・.意志の最初噸 動 が与え られれ}ま一連 の記憶 の全体 は 自動的 に再現 され
る。かか るケースにあ っては,い わぽ 口が経文 を,身 体が ダンスを,文 字通 り
「身につ いた」習慣 として覚 えているのであって,こ こには専 ら身体 の運動の
みが関与 してお り,心 の中で何か全然別 の ことを考 えた り思 い描 いた りしてい
て も,一 たび開始 された諸論や動作は,も しそれ らが充分 よく覚 えられた もの
であるな らば,そ の続行 に支 障を来 さない,と い う事実が示す よ うに,表 象や
イマージ ュは関与 して いないσ
メモワほル.
かか る記憶は,よ り一般的に性格づけるな ら,知 覚 され る対象や状 況が身体
に与え る刺激に対 して身体が用 意 している応答 の総体,と い うことがで ぎる。
.『物質 と記憶』第一章でベル クソンが与 えている定義 に よれぽ,.知覚2)とは,
「イマ ージュの総体」 としての物質界3)の中で,わ れわれ の身体一 これ も一
つのイマ ージュであるが,他 のイマージ ュか ら受け る作用に対 して,純 粋 に機
械論的な反作用に よってではな く,'可変 的 ・不確定的 な行動に よって応答す る.
ことので きる特殊なイマージ ュであるの一 の可能的行 動に関係づ け られ たイ
マ ージュ,言 いか えれば,身 体 にその可変的行動 によって適応的 セこ応答す るこ
とを求め るイマ ージュ,要 す るに身体 に対 して利害関係 のある作用 ない し影響
を及ぼ してい るイマー ジュ,の ことに他 なち ない5>。.それゆえ知覚 は常 に,こ
れに応答 す るところの一 別 の言 い方をすれぽ,知 覚を延 長す る(prolonger)
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ところの一 身体の少な くとも生れか けの運動的反応 ない し態度を喚起す る。
かかる運動的 な反応 ない し態度は,当 初 は必ず しも知覚 された状況に正 しく適
応 しないか も知れ ないが,類 似の知覚 が繰 り返 し体験 され る うちに,.これに適
応す る運動習慣 のシステムとも言 うべ きものが身体 に刻 印され,遂 には,類 似
の知覚が与 え られ ると,.自動的 に.,知覚 された状況が身体に対 して有す る利害
に応 じた適応 的 な行動 を開始 し得 る よ うになる。身体 内に形成 されたかか る運
動習慣 のシステムが,運 動機構,あ るいは運動装置(appareilsmoteursまた
はdispositifsmoteurs)と呼ばれ る ものなのであ る。
ところで,わ れわれ の身体 には,中 枢を介 して末梢 か ら末梢 へ と至 る神経繊
維 が存 在 し,周 囲のイマージ ュか らの身体への作用,言 いかえれば知覚対 象が
身体 に与 え る刺激 は,感 覚器官か ら求心神経を通 って中枢 に達 し,さ らに遠心
神経 を通 って末梢 に戻 り,身 体の運動すなわち行動 とな って現われ るのが認め
られ る。 したが って,知 覚に適応 した行動 を可能 な らしめる運動機構 は,神 経
系 の 尋の道筋 の うちにその座を 占.めると考 え られ る。一般 に髄(moelle)・脊
.髄(moelle6piniere)・延髄(bulbe)などと呼 ばれ る諸 中枢 こそは
,ま さに
この座 に他 な らない6)。しか しなが ら,求 心 神経 とこれ らの諸 中枢 との間 には,
よ り高 次の中枢,す なわち脳.(cerveau)が介在 してお り,求 心神経を通 じて
.伝え られた刺激は,.ここで進 路を選 ばれ て,.限りな くさまざまな運動機構へ到
達で きる ようにな ってい る。いわば脳 は,一 種 の 「中央電話局(bureaut616-
phoniquecentral)」(M..M.,p.26.)の如 きものであ って,脳 のかか る機能
と,経 験に よる運動機構 の多様化 とによって,身 体は知覚 された状況に対 し,
可変的な,随 意的に選択 された 行動 を もって 応答す ることがで きる。..それゆ
え,身 体 の中にあって脳一神経系は,知 覚に適応す る運動のス トックとも言 う.
べ き運動機構 を構築 ・装備す るとともに,知 覚 と運動機構 との関係づけの限.り
な く多様 な選択 を可能 にす ることに よって,知 覚 された周囲の状 況に対 す る身
体 の可変的 な適応行動を確保す るとい う機能を有す るもの,言 いかえれぽ身体
の感覚一運動平衡(6quilibre.sensori-moteur)を司る ものである。 そ して運





よって思い浮かべられ る再認には非ず して,.身体によっ.て演 じられる再認であ
り,それは.既述.の如 く,.一旦開始されるや自.動的.・機械的に遂行されてゆ くの
である。.
㈹今一度 経文やダソスの例に戻ろう。 われわれは 繰 り返される練習を通
メむワ　ル
じ,運 動機構 としての記憶.に訴 えて これ らの ものを習得す る。 しか しなが ら,
スヴニ　ル
この よ うに して獲得 され る記憶 とは別に,各 々の練 習の際 の個別的状況一 某
月某 日..の某時刻 に経文 を 諦習 していた時,途 中で来客があって 中断 された と
か,ダ ンスの何 回 目の レッ.スンの時,そ れ までは ど うしてもできなか った難 し




して.第一の記憶が,内 容上は常に同一性を保ちつつ,反 復練習 に よって次第に
スヴニ　ル
完全化 されてゆ.く.のに対 し,第 二 の記憶 は.,各々がいわ ばその 日付を有 し,独
自の個悔 ・一回性を示 しつつ,初 めか ら完全 に覚 え られ てお り,し か もそれは




.としての記憶 とは全 く本性を異に してお り,し かもベル クソソに よれば,記 憶
メモワ　ル メモワ　ル
を イ マ ー ジ ュの 形 で 留 め る こ の 記 憶 こ そ が 「真 の 記 憶(lam6moirevraie)」
(M,M.,p.168.)であ る 。 こ れ が 彼 に よ っ て し ぽ.しぽ 「純 粋 記 憶(rnE"moire












様に,一 つの 文 の中で読まれているすべての単語は,意.識の視野がこの 文
の全体へ と拡張されれば,す べて現在の意識に上 り得るし,さ らにわれわれ
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センテンス





の間の決定的 な境界線 とい うものは な く,過 去 の全記億 の保存 は,<souvenir>
の くnir》が発せ られ る瞬間に<souve>が意識 に保存 されてい ることが説 明を
要 しないの と同様,説明を要 しないのであ る7)。現在 における行動 を司る ことを
スヴニ　ル
主要 な役割 とす る意識 の実践的性格8)のゆ えに,ご く一部を除いて過去 の記憶
のイマ ージ ュは意識 の光}ζ照 らされない ままでいるが,そ れ らは決 して存在す
る ことをや めたのではな く,こ れ もイマージ ュに他 な らぬ物質的対象が,わ れ
わ れに よって知覚 され意識 され ることをや めて も,意 識 され ざるイマージ ュ,
す なわ ち一種 の無意識 的心理状態(6tatspSychelogiquesinconscients)とし
て存 在 し続 け るの と同様9),無意識的心理状態 として,す なわ ち潜在的 ・無力
スヴニ　ル
的な 在 り様 に おい て,存 在 し続 けて い るのである。 かか る記憶 は 「純粋記億
(souvenirpu'r)」と呼ばれ,こ れ はベル.クソンに よれ ばまさ しく 「精神 の発
メモワらルピユらル
顕(unemanifestationspirituelle)」で あ り,わ れ わ れ は 純 粋 記 億 の 現 象 に お




.ろうか。 さ らに,こ の記憶 と先の運動機構 としての記憶 との間には,何 らかの
関 係が存す るのであろ うか。 また存す る とすれ ば,そ れはいか なる関係 であろ.
う、か。
ベル ク ソンは,『 物質 と記憶』 第三章 の中で,底 面.ABを 上に,頂 点Sを
メ モ ワ ほ ル
下 に して平面P上 に立づ 円錐形SAB.の 図11)によって,記 億の世界を表現 し
メ モ ワ 　 ル
ている。.以下,こ の図 を手掛 りとしつつ,二 種類の記憶の関係 と,イ マ ージュ
の再生 を伴 う再認一 ペル ク ソンはかか る再認 を 「注意的再認(reconnaissan-
ceattentive)」.と呼ぶ一 の プ ロセスについての 同書の 所説の解明を試み よ
う。
上 述の図に おいて,(i)平面Pは,現 在の瞬間におけ る物質界の 全体を表わ
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す。 ベル クソンの独特 な表現を用い るな ら,そ れは,固 有 の リズムの持続を も
って流れ る宇宙的生成 の 「瞬間的切断面(une'c6upeinstantan6e)」12)であ
る。〔ii)円錐 の]頁点Sは,身 体を表わす。SはPに 接 しつつ,絶 えず図の下方す
なわ ち未来 の方 向へ と前進す る。なぜな ら,Pは 持続す る宇宙的生成のその都
度 の現在を表わ し,S(身 体)は 常にP(物 質界)の 一部 をなす イマージュだ




ま留 まる。岡ただ し,こ れ らの記億は,底 面ABの み な らず,全 体の拡張 ・
収縮の程度に応 じて円錐の断面A,B'・A"B"・……のすべ ての水準に位置 をと










.これに対して純粋記憶の世界は,Sを 除 く.円錐全体によって表わされ,「 第一
メモワ　ル メモワ　ル
の記憶は第二の記憶に よって経験 の動 く平面 に挿 し込 まれ た動的尖端に他な ら
瞼」(M.M.,p,169.)かの よ うな様相 を呈 している。
ベル クソンに よれば,イ マ ージュの再生 を伴 う注意的再認}よ,この二種類の
メ モ ワ 　 ル
記 憶の緊密な連携の下に遂行 され る。彼 の説 くこの再認 のプ ロセスを,円 錐の
図を用 いつつ,要 約 的に記 述 してみ よう。 なお,ベ ルク ソγは再認の現象の解
　
コ コ コ ス ヴ ニ 　 ル
明にあた り,後述するような事情から,こ とぽの記億の再認の疾患についての
研究記録を自説の傍証 として利用する.ことが多 く,注意的再認のプPセスにつ
コ コ 　 ス ヴ ニ 　 ル
.いて.も,とくにことばの聴覚的記憶の再認を例 として語っている。それゆえ以
下の要約的記述も,同 じ実例に照 ら.し合わせつつ進めるのが好便であろ う。
ω注意的再認も,その第一歩は身体の運勤である。物質界中のあるイマージ





メ モ ワ 　 ル
再認は身体によって演 じられる再認 すなわち運動機構 としての記憶に串る再
認として行なわれることになろう。 しかしこの運動ぽ,.生まれかけの状態に留
ロ サ ロ 　
ま りつつ,知 覚の 「輪 郭」 ない し 「顕著 な特徴」13)を,言いかえれ ばそれ炉当
　 ロ ロ ロ 　 　 　 ロ 　 　 ロ ロ
のこの身体運動を喚起するとい うその側面を,強調的に示すこともあ り得る。
コ の ロ ロ ロ コ
ことばの聴覚的再認の場 合にあ っては,こ とばの音声 の聴覚的知覚が,あ る生
まれかけ の身体運動一 この ことぽの発音運動 その ものの大筋 ない し主要方 向.
を表わす運動一 を喚起す るのであ って,ベ ル クソンに よれ ば,連 続的音声 と
して与 え られ る ことばの聴覚的知覚が音節や語へ と分 節され得 るのほ,こ の運
動 に よってで ある とい う。 彼 は この運動 を,聞 かれた ことばの 「運動 的図式
(schさmemoteur)」と呼 んでいる14)。
かか る身体 運動 は,注 意的再認 において二重の役割を演 じる。第一・に,「 機
械的再認を惹起する運動 は,一 方 では,イ マージ ュによる再認を妨げ る」(M.'
M.ip.104.)。なぜな ら,そ れは神経 系の感覚一運動平衡の現われ として,知 覚
された状況に適応 した有用 な運動 であるゆえ,わ れわれ の意識 一それは,既
に言われた よ うに,現 在の行動 を司 ることを主要 な役割 とす る実践的性格 のも




れわれ は,過 去 の全体験についての細大漏 らさぬ純粋記憶 を有す るに もかかわ
らず,通 常 それ らは制止 され,外 見上忘却 されてい る。 しか しなが ら,こ の同






よって適応 され るよ うな過 去の状 況の記憶,の 謂で あ り,そ れは また,後 述す







を準備 する ところの,知 覚 と記憶 との 共通Q枠 として 働 くことに なるか らで
あ る。.




すなわち頂点Sか ら円錐の内部へ と上昇 し,再生さるべぎ記憶へと達するわけ




らの呼びか けに答 えて,純 粋記憶 の全体 を,現 在 の身体運動 に嵌 ま り込み得 る
澤けの一般性 を示す水準 にまで収縮 しつつ下降 させ る(移 転translation)とと
もに,こ の運動 に嵌 ま り込 む当の側面 のみを塁 示す る(自 転rotationsurelle
スヴニらルピュほルーmeme)15)。 先 の例に従 えば,あ らゆる純粋記」「意の中炉 ら運動的 図式 の示唆す
スヴニ　ル
る当の諸語の諸記憶が呈示される(自 転)と 同時に,過 去におけるこれ らの諸.
スヴニロル 　 スヴニ　ル
語,O全用例の独立な諸記 億(ABの 水準)か ら,各 語の諸用例 の記憶 をいわ ぽ
集約的に含蓄す る諸観念16).(A'B'・A"B"・tt・∵等の水準)へ の収縮 ・下降 が
なされ る(移 転)の であ り,そ れ とともに 「聴 き手は一挙に対応す る諸 観念の
うちに身を置 く」(M.M.,p.129.)のであ る。
スヴニ　ル
㈹ この よ うに して見出 され到達 された記億は,続 いて,潜 在的な.イマー ジュ
か ら現実的 なイマージ ュへ,す なわ ち 「記憶 イマー ジ.a.(souvenir-image)」の
状態へ と現実化.され.る。言いか えれぽ,A'Bノ・A"B"・.… 等 の断面 に位置 を
スヴニ　ル　
とった記憶が,平 面P内 の知覚 されてい るイマージ=と 同様に,身 体(S)に
利害関係 のある作用を及ぼ し,こ の イマージュと一緒にな って身体 運動 を喚起
す るこ とに よって,こ の運動に嵌 ま り込みつつ,そ れ 自身現在の知覚 の一部 と
.なり,平 面P内 のイマージ ュの知覚 に重 な り,こ れを覆 うに至 るのであ って,
これ に よってわれわれ は,知 覚 において対象をそれ と認知 ・.理解す ることにな
り,再 認 が成立す る。 ベル クソソが,具 体的知覚は 「それを解釈 しつつ補 完す
スヴニげル
る記憶 イマージ ュに よってす っか り浸透 されて いる」.(M.M.,p.147.)とい う
ことを頻 りに強調す る17)のは,こ の意味 においてであ る。 ことぽの聴覚 的再 認
メモワ　ル スヴニ　ルピユ　ル
の例に即 して言えば,「諸観念.す なわち記憶の奥底か ら喚起された純粋記憶
スヴニ　ル
が,次 第に運動 的図式 へ入 りこみ得 る記憶 イマージ ュへ と展開 され る。」(M.
M.,p.140.)あるいは 「われわれが観念を,運 動的図式へ入 りこんで聞えた音
スヴエ　ル




しか しなが ら,記 憶が この ように身体運動を喚起 しつつ,潜 在的 イマ ージュ
ス ヴ ニ 　 ぞレ 　 　 ス ヴ ニ 　 ノレ
め状態か ら現実的 な 記憶 イラージ ュへ と現実化 され るためには,記 憶 は身体
に,よ り特殊的 には神経系に,物 質界(平 面P)中 めイマージ ュが与 えている
よ うな刺激 を与 えることがで きなければな らない。 ところで,物 質界 のイマー
スヴニロル
ジュが神経 系に刺激 を与 えるのは感覚器官を通 じてであ る。記憶 について.も,
何か これに対応 する 働 きをす る器官が,身 体 の中にあるはず だ。 ベル クソン
は,一 般に 「イマ ージュの中枢(centresd'images)」と呼ばれている脳内の部
位 こそは,か かる器官 に他 な らない と主張す る。それは 「感覚 中枢 に関 して感
覚器官 と対 称を.なす 器官」(M.M.,p,145。)であ り,聴 覚の例に従えば,現




岡如上の再 認の プロセスは,た だ一度 限 りで完結 され るものではな く,一 種
の回路(circuit)を形成 しつb,円 錐り頂点Sと 底面ABと の聞の さまざま




この反復 とともに,純 粋記憶 の拡 張(expansion)がなされ,想 起 され る記憶
は次第に底面ABに 近 い断面 へ と上昇 してゆき,.個性化 ・豊富化 され る。す
なわち 「星雲が,ま す ます強力な望遠鏡の うちで見 られ るにつれ,次 第 に数 を
増す星 々へ と変ず る」(MM,.p.184～185.).如くに,現 在 の状況 に填似 した
スヴニ　ル












ある。 『物質 と記億』第二章の中の,.どこか 口を開けた貝を連想させる奇妙な
図lalは,まさにかかる事態を表わ したものであって,.この図に事いて0は現在
の知覚の対象に,実 線円A・B・C・Dは,反 復される再認プロセスにおいて
順次到達 されてゆ くところの,.次第に円錐図の底面.ABに 近づいてゆく諸断








断を照 らし導 くこと,言 いかえれ ば,純 粋記憶 として蓄積 された 「過去の経験
を,現 在の行動のために利用する こと」(M.M、,p.82.)としての意味 づけであ
る。か くてわ れわ れは,単 に身体 の感覚一運動平衡グ)みに よっては不可能 な,
予 見不可能 な 自由な行動 をもって,周 囲の物質的状況に対 して きわ めて柔軟 に
メモワロルピユヨル
適応するこ.とが可能 となる。いわば注意的再認は,純 粋記憶たる限 りでの精神
に よる,身体行動の自由化の現象とみなされ得るであろう。
以上は,『 物質 と記億』第二章 ・第三章の文脈か ら抽出する形で,ご く概略
メモワぼル
的 ・要点整理的に述べ られた,べ 々クソンの記憶理論 ・再認理論のあらましで
ある。 しか しなが ら,同書のこの部分の最大の特色の一つは,失 語症に代表 さ
れる再認の 疾患についての 臨床的 ・実験的研究資料の示す 諸事実に 照合しつ
メモワリル 　 メモワ　ル
つ,従 来の記憶理論の不充分な点を明らかにし,逆 に自らの記憶理論の正しさ
を立証.してゆ くとい うその手法にある。それゆえ本章では,ベ ルクソンがこの
メ モ ワ 　 ル コ コ コ
ような実験的事実に訴えつつ従来の記億理論 と対決 レてゆ くそのしかたを概観





メ モ ワ 　 ル
理論がいかなるものかを明確にしてお く必要がある。それは,.記憶の全現象を
スヴニ　ル
脳の機能によって 説明.する理論 すなわ ち記億が すべて脳の 特定部位の うち.
に,脳 細胞の物理的 ・化学的変様等.の形で蓄積されるとする理論である。この









の傷 害 に よって,知 覚 と記憶の再 会が妨げ られるか,い ずれか の原因 に よって
生ず る と説 明 され る。 この理論は一見 した ところ,一 般 的には精神盲(c6cit6
P,y・hiq・e)・精神聾(…di・6P・y・'hiqu・)等の再認疾患,特 殊 的には言 語盲
コ リ 　
(c6cit6verba!e)・言語聾(surdit6verbale)等の朱語症す なわ ち ことぽに
関す る再 認疾患が,脳 の特定部位の傷害に よって生ずる,と い う観察された事
実 に よって,正 当化 され る ように思われ る。 しか しなが らベル クソ.ンは,.それ
演実 はそ うでは な く,仔紳 こ検討 してみれば,実 験 的事実 は この理論 を否認 し,
彼 自身の理論 の正.しさを証 明す るとい う。
コ ゆ ロ ひ ロ コ ロ コ ロ コ
こめ点 に関 して最.も重要 な事実 は,イ マージ ュを伴 う再認 の疾患 に,全 く種
スヴニほル
























これに対 して,ベ ルクソンの記億理論に従えば,言 語聾のかかるケースは,
運動的図式を形造る機能の不全 として,言いかえれぽ,知 覚の刺激を受けてこ
れに適応する身体運動を開始する感覚一運動平衡の機能が脳の傷害によって損
われたケースとして,説 明され得ることになる。 既述の如 く,運 動的図式 こ





未知の外国語と同様に,それを混然 とした物音として聴 くのみとな り,聴覚的
スヴニ　ル
記憶 も聴覚 も全 く正常 であるにもかかわ らず,再 認す ることがで きな くなるの





















この刺激は素通 りして しまい,再 認は成 立 しないであろ う。(ロ)聴覚的記億の喚
スヴニほル
















部位 と感覚 中枢 との異同 も問題 となる。 なぜ な ら,記 憶 はイマージ ュとして喚
い つ
起されるにつれて何時とはなしに知覚に重なってくる,と いう事実はこの両部
位の同一性を,ま た言語聾 ・精神聾が 決して聴覚自体の 肇失 ・不全を 伴わな
い,と いう事実はそれ らの相異性を,それぞれ示唆 して譲 らないか らである。
他方,ベ ルクソンの理論に従えぽ,かかる困難は解消され得る。まず④の点
メモワ　ルピユ　ル
については,運動的図式の働 きと,純粋記憶の収縮 ・拡張 とを考えに入れれば












ろ う。 次に(ロ)の点については,こ の型の再認疾患が,脳 の傷害 のために,記 憶
か ら身体へ の刺激 を感取す る器官 としての 「イマージ ュの中枢」が 冒され るこ










真先に 感取不能となるのだ,.と説明される。 同様にしてのの困難 も解決さ.れ
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る.。なぜ な ら,縣 覚中枢 は,感 覚器官か ら来 る知覚 の刺激 と,.「イ.マー ジ ュの
スヴニ　ル 　 スヴニ　ル
中枢」から来る記憶の刺激 とを同時に受容 しうるであろうか ら,記憶イマージ
ュが知覚に重な り得るのは当然であ り,また 「イマ}ジ ュの中枢」が冒されて
言語聾 ・精神聾が生じても,感覚器官と感覚中枢が正常であれば,聴 覚自体は
冒されないはずだからである6
メ モ ワ 　 ル
このように,実験的事実に基づ く考察鵠 .一致 して従来の記憶理論の欠陥と
メ モ ワ 　 ル
ベルクソンの記憶理論の正しさを明らかにし,注意的再認の疾患を惹起する脳
スヴニ　ル
の傷害が,記 億 自体を破壊す るのではな く,こ の再認の プロせスの中で身体 の
感覚一運動機能 にかかわ る二つ の部分的 プロセスのいずれかを不 能にす る こと
によって,再 認 の成就を妨げ るものであ ることを示唆 してい る1と ベル クソン
は主張す るのである。
四.
メ モ ワ 　 ル
.『物質 と記億』第工章および第三章の記憶研究の骨子は,ほ ぼ以上の通 りで
メモワ　ル
あるq次 の謬題は,こ の記憶研究が導 くべき心L身 関係論を明らかにすること
メ モ ワ 　 ル
である。 同書 中で しぽ しぼ語 られ る ように22),べ.ルクソンが記 憶研究を手掛け
たのは,そ れが心一身関係 の聞題 を最 も具体的に,事 実に立脚 しつつ解明する
ための捷径 に他 な ちぬか らであ り,こ の心一身関係問題の解明 こそは,同 書の
目的 その ものをな している。 それゆ え以下の考察は,ま さしく同書の中心 的主
題 にか かわ るであろ う。
.(i)既述 の よ うに1失 語症(晋 語盲お よび言語聾)を は じめ とす る再 認の疾患、




の現象を全.く脳 の機能に還元 して しま う記憶理論に とって,そ してさ らには,
メ モ ワ 　 ル
記億を含む精神現象一般を脳の機能から説明する心一身関係論にとって,最 も
メ モ ワ 　 ル





憶 そのものは破壊 され ない と.とを示 した。それゆえ この研究に よつて,心 的状
一48　
態を脳の状態に付け加わる燐光 の如 きもの とみ なす付帯現象説(6piph6nom6・
nisme)にせ よ,心 的状態 と脳 の状態 の等価 「生を主張す る平行説(para1161isme)
にせ よ,.あらゆ.る心的状態が原理上は脳の状態か ら説明 され得 る.とす る「 切の
メモワ　ル
説は,そ の有力な根拠を奪われ,逆 に記憶を含む魂!精 神)の働 きが,感覚一
運動に関与する側面において脳一神経系と連帯していることを認めづ?も,そ






は釘の形状から説明されはしない,と 劉,ま た,脳 の状態から心的状態のすべ
てが知 られるわけではないのは,役 者の.動作のみから劇の内容のすべてが知ら
れるわけではないのと同様である,と も言われる24)。
メ モ ワ 　 ル
(ii}しか なが ら,ペ ル クソソの 記{'u"研究 が,如 上 の点 と表裏一体を なす形





般に記憶喪失 .(amn6sie)と総称 され る ような種 々の再認疾患が生起 し,言弓」[意













記 億 の 「生 へ の 注 意(attentionilavie)」な い し は 「現 実 と の 接 触(contqct
スヴニ　ル ピユヨル
aveclar6alit6)」を確保 し,単 独 では潜在 的 ・無 力的 ・.無舛果的 な純粋記憶 に
現実性.・..活力 ・有効性を.付与す るものである ζとが,.ここに明 らかにされ てい.
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メモワ　ルピユ　ル
る。べ:ルクソンは,純 粋 記憶がかか る 「生への.注意」ない し 「現実 との接触」..
メモワのル メモワ　ル
を喪失した例ξして,再 認疾患の他に,幼 児 ・未開人の記億や夢に部ける記億
メモワ　ルビユ　ル





きは極度の高揚を示 している。 しかしかかる状態に幽 る純粋記憶は;.現実的状




とは,記 億のみに限 らず,魂(精 神)の 働 き一般 に関 して も言われ る。す なわ
ロ サ コ 　 コ コ リ コ コ コ の ロ リ の コ ロ コ コ サ リ コ ロ リ リ 　 　 リ コ
ち,魂(精 神)は その健全な,平 衡のとれた状態にあっては,身体の感覚一運
ら コ ロ コ コ コ コ コ コ 　 コ コ コ コ コ コ コ の コ コ コ ロ ロ コ コ コ コ 　 コ
動平衡に よって 「生への注意」ない し 「現実 との接触」を維持 され てお り,脳
.一神経 系の疲労 ・病 気 ・中毒 等に よって この感 覚」 運動平節 弛緩 し効 中断
された りした場合には,精 神生活全体の平衡 もまた失われるのである。.ベルク
ソンに よれば,所 謂 「精神 異常(alienation)」と1ままさにかかる状態 以外の何
物 で もないのである2e)。
五
最後 に,前 章 において示 された よ うな 『物質 と記億』 の心一身関係論が,い
かなる倫理 的意味を含 み うる ものであるか,と い う点 につ いての模索的な考察
を試みた い。
(i)同書 の心一身関係論 の第一 の側面,す なわ ち魂(精 神)が 脳一身体を超え
た独立的な ものであ り,心 的状 態は脳 の物質的状態 に還元 され得ず,ま たそれ
と等価 で もあ り得ない,と い うこの ことは,わ れわれの思惟や意志が,物 質界
の支 配者 た る必然性 の法 則の支配 を免れ た自由なものであ ることの可能性を示
す であろ う。 これ は,処 女作 『意識の直接与件に関す る試 論(Essaisurles
doロn6esimmediate=delaconscience)」におけるベル クソンの中心的主張 の
再確YiGとしての意味 を持つ もの と言 い得 る。
.(li)しか しなが ら,よ.り重要 な,そ して処女作か らの 『物質 と記 億」の一大前
進 を画す る点 は,.かか る自由な魂(精 神)が 脳 一神経 系の感覚一運動平衡機能
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を介 して身体 と結合 し,「生への注意」ないし 「現実との接触」を得ることに
よって,純 粋な思惟や意志のみに限らず,必 然性 ・惰性の世界としての物質界
の一部を なすわれわれの身体の行動にさえも,制 約された形に お、・てとはい








い,下 等動物に も等 しい生 を送 る人 であろ うし,ま た純粋記憶の内にのみ生 き
る 「夢 想家(unreveur)」,すなわ ち円錐図の底面ABに その生 の固定 されて
い る人は,精 神の働 きにおいて この上 もな く自由であろ うが,そ れを聯 か も行
動め 自由へ と具体化する ことができないであろ う2T)。か くて,同 書中で繰 り返
し語 られ る ように23),正常 な心理的生 は,決 してSま たはABの 一方 のみに
固定 され ることな く,こ の両端 の間 を常 に行 き来 してい る。言いかえれば,身
体の働 ぎと魂(精 神)の 働 き との密接 な連帯の上に成 り立つのであ る。同書の
末尾を飾 る次の ような文章 が,こ こで思 い起 こされ るべ きであろ う。 「か くし
て,時 間 ・空間のいずれ において考察 され るにせ よ,自 由は常に必然性の 内に
深 く根を張 り,必 然性 と密接 に組織 され てい るよ うに見 えるみ精神ほ物質か ら
知覚を借 りて これか ら養分 を抽 出 し,自 らの 自由を刻印 した運動の形の下で こ
れを物質に返すのだ。」(M.M.,p.280.)
脚 さ らに今一 つ,「 物質 と記.憶』の中では明言 されていない ものの,そ の後
に著わ されたい くつかの小論 の中 で29),明らかに同書の心一身関係論 の倫 理的
含蓄 としての意味 において言及 されてい る重要な点があ.る。それはす なわち,
魂(精 神)が 脳一身体を超 えた独立的な ものであ り,前 者の働 きは後者 の機 能
にぽ還 元され得ず等価で もない,と い うこの ことが,身 体の死に よって魂(精
神)も また減 ぶ,.とい う主張の根拠を奪い,逆 に身体の死後 も魂(精 神)が 存
続する こと,す なわ ち魂(精 神)が 不死で.あることの可能性 ・蓋然性 を示 唆す
る,と い うことである。 しか しなが ら,こ の第三の倫 理的含意 には,あ る きわ
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めて大 きな問題点が認め られ る。 とい うのは,仮 りに もしベル クソ1ンが,魂 の
身体 との結合 を前者 に と.って端的 に不幸 な,頽 落的な状態 として把握す る よう
な哲学的立場 εo)をとるのであれ ば,魂 の死後存続 の可能性 ・蓋然性は,.とりも
直さず その救済 の可能性 ・蓋然性 を示唆す る もの と.して,積 極的 な倫理的意義
を持 ち得 るで もあろ うが,し か し 『.物質 と記億』 におけるベルク ソンが,か か
る立場 を とっていない ことは明 らかだ と思われ.るか らである。既述 の ように,.
.同書の心一身関係論に よれば,魂 は身体の感 覚一運動平衡 との連帯 に よっては
じめて 「現実 との接触」 を 得,現 実性 ・活 力 ・有効性 を 与え られるので あ っ
て,心 一身 の結合 は魂に とっての不幸を決 しτ意味 しない。否む しろ,た とえ
魂 が身体 の死後 もなお存続 し得 る とした ところで,そ の よ うな魂 は身体 との連
帯を失 っているために,「 現実 との接触」を喪失 して潜在的 ・無力的 もしく.は.
無効果的状 態に押 し留め うれ,夢 耳る人 ・幼児 ・未開人 ・精神異常老等 と同様
Q精 神状 態を呈す るとい う可能性 ・蓋然性 を こそ,こ ゐ心一身関係論は示唆す
るであろ う。それゆえ,同 書の所 説の一帰結 としての魂 の不死の可能性 ・蓋然
性 とい うことに何 らかの積極的な倫 理的意義 を認 め得るためには,さ らに 同書
の立場を超 えて,魂 の不死 とい うことに単なる死後存続 とい う以上 のよ り深い
意味を与 えるとともに,か か る不死の魂に もまた 「現実 との接触」 の道を 見出
し得 るよ うな,よ り高次の立場への前進が求め られ る,と 言え よ.う。私 見に よ
れほ,『 道徳 と宗教 の二源泉(L俘s.deuxsQurces.delamoraleetdelare-
ligion)」の中で語 られ る 「神秘家(lemystique)」こそは,こ の よ うなす ぐれ
た意味で の不死 の魂 として,ま た彼の英雄的行動に よって魅 きつけ られ衝 き動
かされ る名 もない多数 の人 々 と,今 や披 らの手中にあ る高度の機械 技術(ma-
chinisme)とは,神 秘家 とい う偉大 な魂に1..現実 との接触」を確保 する巨大な
身体た るべ き もの として,そ れぞれ描かれたのではないか と思われるが,.この
点につ いての詳細 な論証 は,ま た別 の機会を待 って行 な うことに したい。
(注)
1)本稿は,皿Emoireおよびsouマenirの訳語として共に 「記憶」を用いたが,以 下.

















メ ビ ワ 　 ル スヴ ら コ ル
記 憶 に よる収 縮 ・記憶 イ マ ー ジ ュの混 入 ・感 情 感覚 の混 入 等 の さ ま ざ まな 主観 的 変
様 を 受 け て い る こ と等 々,物 質=イ マ ー ジ ュ説 をめ ぐ る問題 は数 多 い が,本 稿 では
これ らの 問題 につ い て の論 究 は割 愛 せ ざ るを.得なか った 。
4).cf.Mati壱reetm6moire,p,11～12.(以下,引 用 ・参 照 箇所 を示 す に あ た り,同 書
は す べ て略 号M.M.に よ って表 わ す 。 また頁 数 は,ベ ル ク ソン の他 の著 作 の場 合
も含 め,す べ てP,U.F.版 の単 行 本 の もの を 揚げ る。)
5)cf.M.M.,p.17,p.35,p.38,etc.
6)cf.M.M.,p...26,p.124.
7)こ の 点 に つ い ては 『精 神的 エ ネ ルギ ー(L'6nergiespirituelle)』55～57頁,『思 想
と動 くも.の(Lapens6eetlemouvant)』167～170頁を も参 照 され た い 。
8)cf,M.M.,.p.157.
9)cf.M.M.,p.158～159.なお,.本稿 注3を も参 照 され たい 。
10)cf.M.M,,p.77,p.200,p.270～271,p.274,etc.















16>こ こ で 言 わ れ る 「観 念(id6e)」 と は,当 然 明 らか な よ うに,不 動 な 「独 立 的 実 体 」
(M.M.,p.182.)の如 き 観 念 で は な く,SとABと の 間 の 多 様 な 水 準 の 一 般 性 を
スヴ ニ ロ ル
呈 し得 る記 憶 を指 して い る の で あ って,そ れ ゆ え 「一般 観 念 は 絶 え ず 頂点Sと 底 面
ABと の 問を 揺 れ 動 くで あ ろ う。」(M.M.,p.1801)と言わ れ るの で あ る。
17).cf.M.M.,p.30,p.68,etc.







36頁を も参 照 さ れ た い 。
24)cf.M.M.,p.6～7.な お,
42頁を も参 照 さ れ た い 。
25)cf.M.M.,p.1'70^172,
26)cf:M.M.,p.192^一196.
『精 神的 エ ネル ギ ー』
「精 神 的 エ ネ ル ギ ー』
27)cf.M.M.,p.170,p.172^173,etc.
28)cf.M.M,p.181,p.187,p.192,etc.













30)例え ば プ ラ トンや プ ロテ ィノス な どの立 場 は,か か る もの と して と ら.xられ 得 る一
面 を含 む よ うに 思わ れ る。
(ほんだ ひろし.博士後期課程二回生)
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